
増　減

① （①－②）③

（千 戸） 1,288 19 1.50 %

（千ｍ
３
） 333,060 △ 1,609 △ 0.48 %

（千ｍ
３
） 910 △ 7 △ 0.76 %

（千ｍ
３
） 1,094 2 0.18 %

増　減

① ②（①－②）③

収 益 的 支 出 70,242 68,819 1,423 2.1 % 人件費 修繕費 8,501

減価償却費 支払利息 6,815

資 本 的 支 出 52,341 54,618 △ 2,277 △ 4.2 % 建設改良費 拡張工事費 9,550

企業債償還金

支 出 予 算 計 122,583 123,437 △ 854 △ 0.7 %

基　本　目　標 施　策 19年度当初
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危機管理
体制の充
実地震等の非常

時にも強い水道
震災・渇
水等対策
の推進

お客様により一
層信頼される水
道

①浄・給水場及び管路の耐震化

303
防災行政無線（11施設15所属）

自家発電設備（7施設）

安全で良
質な水の
供給

②防災行政無線及び

自家発電設備の整備

塩素多点注入方式の設計業務委託（新規）　ほか

鉛給水管更新工事（２７，０６４本）

高度浄水処理実験、木下取水場前々塩素注入設備

事務所及び浄・給水場のバリアフリー化対策工事（３ヶ所）

より良質なおい
しい水をいつで
も安心して利用
できる水道

（北総浄水場排水処理施設：１８年度可能性調査委託実施）

効率的な
経営の推
進

現行料金を維持
できる経営基盤
の強化

①ダム建設事業負担金

②ちば野菊の里浄水場の建設

③送配水管の整備

④送配水管の更新

①安全でおいしい水づくりの推進

②鉛給水管の更新

給 水 戸 数

年 間 総 給 水 量

一 日 平 均 給 水 量

一 日 最 大 給 水 量

平成１９年度上水道事業会計当初予算の概要

１９年度
項　　　　　　　　　　　目

③／②

比　率

対前年度比較

１　業　務　量

２　予　算　規　模

１９年度 １８年度
区　　　　分

③／②

１８年度

②

1,269

334,669

917

1,092

比　率

対前年度比較

備　　　　　　　　　　　　　　考

（単位：百万円）

10,442

19,373

22,904

17,646

３　主　要　事　業

主　　　要　　　事　　　業 説　　　　　　　　　　　明

ＰＦＩ導入アドバイザリー業務委託

未普及地区配水管布設工事（布設延長：31.5km）

被害情報収集管理システムの開発・整備（新規）

湯西川ダム、八ッ場ダム　ほか

建築工事、場内整備工事関連　ほか

千葉ＮＴ線、ちば野菊の里・古ヶ崎線　ほか

鋳鉄管への更新工事　ほか

石綿セメント管布設替工事（1.9km）

管路の耐震化（耐震継手へ全面取替）

安定給水
の確保

③貯水槽水道への関与

④高度浄水施設の整備・研究

①ＰＦＩ事業の活用

①未普及地区配水管整備

②バリアフリー化の推進

①職員参集システム等の整備

貯水槽巡回指導サービス業務委託（新規）　ほか


